
本
山
と
常
円
寺

３
、
本
山
と
常
円
寺
と
水
戸
光
圀

本
土
寺
と
常
円
寺
の
本
末
の
関
係
が
、
正
確

に
い
つ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。
だ
が
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
本
山
本
土

寺
は
二
十
一
世
日
信
上
人
（
常
円
寺
が
属
す
る

奠
師
法
縁
の
縁
祖
日
奠
上
人
の
弟
子
と
い
わ
れ

る
）
の
時
代
に
は
完
全
に
不
受
不
施
派
よ
り
受

派
の
系
統
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
は
同
時
に
当
山
に
よ
う
や
く
日
の
当
た
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
の
江
戸
時
代
前
期
の
後
半
・
元

禄
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の

本
土
寺
の
記
録
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

日
信
上
人
は
徳
川
副
将
軍
水
戸
宰
相
光
圀

と
親
交
を
持
ち
、
一
度
な
ら
ず
参
詣
あ
っ
て
、

水
戸
徳
川
の
祖
に
当
た
る
武
田
信
吉
一
族
を

菩
ら
い
、
秋
山
夫
人
の
墓
を
改
葬
し
、
供
養

料
と
し
て
二
十
石
六
斗
の
朱
印
地
を
寄
進
し

た
。
ま
た
、
参
道
に
植
樹
し
た
と
伝
え
、
現

存
す
る
大
木
は
そ
れ
で
あ
る
と
。

ま
た
、
常
円
寺
と
水
戸
光
圀
公
と
の
関
係
を

知
る
唯
一
の
記
録
が
、『
御
府
内
寺
社
備
考
』
の

「
文
政
二
年
　
丁
亥
書
上
」
に
あ
る
。

本
尊
宗
法
之
通
諸
尊
安
置

右
諸
尊
仏
ハ
水
戸
黄
門
光
圀

様
御
造
立
御
施
主
ニ
御
座
候

こ
の
文
政
期
の
記
録
に
は
、

当
時
常
円
寺
に
あ
り
し
御
本
尊

の
諸
尊
像
は
光
圀
公
の
寄
進
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
光
圀
公
が

藩
主
に
就
任
し
た
寛
文
元
（
一

六
六
一
）
年
の
頃
、
光
圀
公
と

本
山
本
土
寺
と
の
関
係
は
前
記

の
文
章
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

れ
は
光
圀
公
が
水
戸
街
道
小
金

宿
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
本
土

寺
参
道
脇
に
あ
っ
た
秋
山
夫
人

の
墓
碑
で
あ
っ
た
。
秋
山
夫
人

と
は
徳
川
家
康
の
側
室
の
一
人

の
、
下
山
の
局
お
つ
ま
の
方
の

こ
と
で
、
甲
州
秋
山
氏
の
出
身

だ
。
十
六
歳
で
家
康
の
側
室
に

上
が
り
、
万
千
代
を
生
み
、
後

に
万
千
代
が
小
金
三
万
石
の
領

主
に
な
る
と
秋
山
夫
人
も
小
金

に
移
り
住
ん
だ
。
小
金
は
平
賀

を
も
含
む
広
い
地
域
を
指
す

が
、
小
金
城
は
本
土
寺
の
近
く

に
あ
り
、
秋
山
氏
は
代
々
法
華

経
を
信
仰
し
た
と
い
う
の
で
、

城
主
の
生
母
と
し
て
本
土
寺
に

葬
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
墓
碑

に
偶
々
め
ぐ
り
合
っ
た
光
圀
公

が
境
内
の
内
に
あ
る
現
在
地
に

改
葬
し
た
の
で
あ
る
。
墓
碑
銘

に
「
貞
享
元
年

光
圀
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

常
円
寺
も
寺
院
と
し
て
の
体
制

を
整
え
る
時
代
で
あ
り
（
一
五

八
五
年
に
幡
ヶ
谷
よ
り
現
在
地

に
移
転
し
、
一
七
一
〇
年
に
は
庫

裏
の
再
建
を
し
て
い
る
）、
本
山

本
土
寺
を
介
し
て
光
圀
公
の
外

護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
折

し
も
、
幕
府
に
よ
る
本
末
制
度

が
成
立
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

光
圀
公
は
領
国
水
戸
へ
の
お

国
下
が
り
の
際
に
、
ま
た
、
上
府

の
道
す
が
ら
に
水
戸
街
道
小
金

の
宿
を
通
る
。
現
在
も
、
宿
の

北
側
に
あ
る
旧
八
坂
神
社
の
入

り
口
の
隅
に
「
自
是
本
土
寺
道
八

丁
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
が
建
っ
て

お
り
、
古
来
の
参
道
を
示
し
て

い
る
。
黄
門
様
は
幾
度
か
こ
の

道
を
辿
っ
て
、
本
山
平
賀
本
土

寺
に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
や

諸
国
漫
遊
？
の
折
り
、
こ
の
成

子
常
円
寺
に
も
お
参
り
い
た
だ

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
つ
づ
く
）
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本土寺　鳥瞰図（平賀本土寺発行のパンフレットより）




